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１
．
序

本
論
文
の
目
的
は
、
現
ベ
ル
ギ
ー
出
身
の
音
楽
家
フ
ラ
ン
ソ
ワ=

オ
ー
ギ
ュ
ス

ト
・
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
（François-A

uguste	Gevaert	1828–1908

）
の
著
書

に
見
ら
れ
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
受
容
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
ベ
ル
ギ
ー
は
、
一
八
三
〇
年
十
月
四
日
に
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
独
立
を
宣

言
し
た
（W

itte	et	al.	2005:61

）。
こ
の
独
立
は
、
歴
史
的
に
引
き
継
が
れ
て

き
た
フ
ラ
ン
ス
語
（
ワ
ロ
ン
）
地
域
・
オ
ラ
ン
ダ
語
（
ヴ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
）
地

域
と
い
う
二
つ
の
言
語
地
域
が
、
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
ひ
と
つ
の
近
代
国
家
に
ま

と
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
多
言
語
国
家
と
な
っ
た
ベ
ル

ギ
ー
に
お
い
て
一
八
三
一
年
二
月
七
日
に
制
定
さ
れ
た
最
初
の
憲
法
は
、
そ
の

第
二
十
三
条
で
使
用
言
語
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
（Le	Congrès	national	

1831:7

）。
し
か
し
、
実
際
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
大
都
市
か
ら
村
に
至
る
ま
で
、

行
政
、
司
法
、
教
育
等
の
場
で
の
使
用
言
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
少
な
く
と
も
オ
ラ
ン
ダ
語
が
明
確
に
公
用
語
と
認
め
ら
れ
た
十
九
世
紀
末

ま
で
は
（Joiret	et	al.	1999:16

）、
上
層
階
級
、
知
識
人
、
作
曲
家
等
も
フ

ラ
ン
ス
語
を
用
い
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
モ
ネ
歌
劇
場
は
、「
普
仏

戦
争
敗
北
以
後
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
主
義
的
な
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー

（W
ilhelm

	Richard	W
agner	1813–1883

）
の
作
品
上
演
を
避
け
た
パ
リ
に

対
し
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
の
中
心
的
な
上
演
地
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
」

1

こ

と
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Jam

	et	Loubinoux	1998:	

222,	

岩
本	

二
〇
〇
四
：
二
十
七
，
三
十
三
―
三
十
五
，
三
田	

二
〇
一
八
：
二

十
九
）。
さ
ら
に
岩
本
（
二
〇
〇
四
）
は
、
同
時
期
の
ベ
ル
ギ
ー
王
立
モ
ネ
歌

劇
場
が
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
受
容
に
果
た
し
た
役
割
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
下
に

あ
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
（
あ
る
い
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

世
紀
転
換
期
ベ
ル
ギ
ー
北
方

0

の
音
楽
家
Ｆ
．－
Ａ
．
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
受
容
に
お
け
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
傾
向
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テ
ィ
の
拠
り
所
と
し
て
ゲ
ル
マ
ン
性
を
希
求
し
た
こ
と
と
関
連
付
け
て
論
じ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
作
品
の
上

演
・
受
容
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
は
異
な
る
も
の
を
模
索
す
る
ベ
ル
ギ
ー
の
芸
術

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
志
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る

の
で
あ
る

2

。

こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
が
ベ
ル
ギ
ー
北

方
の
音
楽
家
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
、彼
の
著
書
に
見
ら
れ
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー

受
容
に
つ
い
て
、
以
下
の
段
階
を
踏
ん
で
考
察
す
る
。
ま
ず
、
一
八
七
〇
年
（
普

仏
戦
争
開
戦
）以
降
に
公
に
さ
れ
た
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
著
書
に
見
ら
れ
る
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
に
関
す
る
言
説
を
読
み
解
く
。
こ
の
と
き
、
そ
の
言
説
に
表
れ
た
、
ヘ

フ
ァ
ー
ル
ト
の
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
も
併
せ

て
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、同
時
期
に
活
躍
し
た
ベ
ル
ギ
ー
北
方
の
音
楽
家
ペ
ー

テ
ル
・
ブ
ノ
ワ
（Peter	Benoit	1834–1901

）
の
、
一
八
七
〇
年
以
降
の
著
書

に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
に
関
す
る
言
説
に
も
目
を
向
け
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の

言
説
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
立
場
を
明
確
に
示
す
。

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
諸
著
書
に
関
す
る
諸
先
行
研
究
は
、
主
と
し
て
、
彼
の
音

楽
理
論
・
思
想
の
特
徴
、
意
義
、
他
の
音
楽
理
論
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
論

じ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
理
論
・
思
想
に
お

け
る
解
釈
と
い
う
文
脈
で
、
彼
の
理
論
・
思
想
と
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
と
の
関
連

性
に
わ
ず
か
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（Rém

y	2010:	83–86,	Corbier	

2010:	106,	Peters	1990:	282–284,	339–341

等
）。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で

は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
と
は
異
な
る
「
世
紀
転
換
期
ベ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
文

脈
に
お
け
る
上
記
の
考
察
を
通
し
て
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
受
容

3

の
在
り
方
の
一
事

例
を
、
当
時
の
ベ
ル
ギ
ー
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関
心
を
絡
め
て

提
示
し
た
い
。

２
．
へ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
著
書
に
見
ら
れ
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
一
八
二
八
年
に
、
現
ベ
ル
ギ
ー
の
北
西
部
ハ
イ
セ
に
生

ま
れ
た
。
一
八
五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
て
パ
リ
で
活
躍
し
た

4

の
ち
、

一
八
七
一
年
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
フ
ェ
テ
ィ
ス
（François-Joseph	

Fétis	1784–1871

）
逝
去
を
受
け
て
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
音
楽
専
門
教
育

機
関
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
王
立
音
楽
院
の
二
代
目
院
長
と
な
る
。
以
来
ベ
ル
ギ
ー
の

音
楽
界
に
大
き
な
影
響
力
を
揮
っ
た
。

序
お
よ
び
註
２
で
も
触
れ
た
通
り
、
一
八
七
〇
年
以
降
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
モ

ネ
歌
劇
場
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
先
駆
け
て
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
の
フ
ラ
ン
ス
語

版
が
上
演
さ
れ
始
め
た

5

。
同
じ
時
期
に
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
著
書
七
冊
と
ベ

ル
ギ
ー
王
立
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
講
義
録
三
本
お
よ
び
論
文
一
本
を
出
版
し

て
い
る

6

。
こ
の
う
ち
、
著
書
六
冊
と
講
義
録
す
べ
て
に
お
い
て
、
彼
は
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
に
言
及
し
た
。
そ
の
記
述
は
、
次
の
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
作
曲
技
法
（
音
楽
理
論
）
に
関
す
る
記
述
と
、
ヴ
ァ
ー
グ

ナ
ー
の
言
説
（
音
楽
思
想
）
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種
に
つ
い
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て
、
彼
の
著
書
を
読
み
解
い
て
い
く
。

２
―
１
．
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
作
曲
技
法
に
関
す
る
記
述

２
―
１
―
１
．
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
和
声
法
と
楽
器
法

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
『
新
楽
器
法
論
』

7

（
一
八
八
五
）、『
管
弦
楽
法
教
程
』（
一

八
九
〇
）、
そ
し
て
『
和
声
の
理
論
と
実
践
の
総
論
』（
一
九
〇
五
―
一
九
〇

七
）
は
、
同
時
代
ま
で
に
作
曲
さ
れ
た
諸
作
品
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

彼
の
音
楽
理
論
を
詳
説
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
冊
の
理
論
書
に
お
い

て
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
技
法
の
当
時
に
お
け
る
現
代
性

（
す
な
わ
ち
、
新
し
さ
：
以
下
同
様
）
を
提
示
し
肯
定
す
る
形
で
、
ヴ
ァ
ー
グ

ナ
ー
の
和
声
法
・
楽
器
法
に
言
及
し
た
。
右
記
三
冊
に
よ
る
と
、
こ
の
現
代
性

と
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
劇
音
楽
に
お
け
る
半
音
階
的
手
法
お
よ
び
転
調
手
法
（Gevaert	[1890]:	

246

）
の
拡
大
に
即
し
た
和
声
法
・
楽
器
法
に
よ
っ
て
、
各
場
景
や
登
場
人
物

を
よ
り
効
果
的
に
描
写
し
得
る
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
和
声
法
に
関
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。『
和
声
の

理
論
と
実
践
の
総
論
』
で
は
、
五
度
音
程
に
基
づ
く
音
階
を
和
声
生
成
の
基
本

原
理
と
す
る
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
和
声
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
右
記
の
現
代

性
に
関
す
る
記
述
は
、
こ
の
著
に
散
見
さ
れ
る
（Gevaert	1907:	195–197,	

216–217,	227,	308–309,	322

等
）。
半
音
階
的
手
法
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
自
身
が
規
定
し
た
「
半
音
階
の
六
つ
の
タ
イ
プ
」
に
関

連
し
て
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
技
法
に
言
及
し
た
。
こ
の
六
つ
の
タ
イ
プ
の
う
ち
、

「
第
二
種
」（
全
音
階
に
フ
ァ
♯
・
ド
♯
・
ソ
♯
・
レ
♯
・
シ
♭
を
加
え
た
も

の
）
と
「
第
五
種
」（
全
音
階
に
レ
♭
・
ラ
♭
・
ミ
♭
・
シ
♭
・
フ
ァ
♯
を
加

え
た
も
の
）
の
組
み
合
わ
せ
を
も
と
に
し
た
和
声
進
行
と
し
て
、
彼
は
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
の
「
見
事
な
」
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ
の
ひ
と
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
魔
の
眠

り
の
動
機
」
の
進
行
を
挙
げ
る
（Gevaert	1907:	216–217

）。
同
様
に
、
ヘ

フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
か
つ
て
は
理
論
的
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
半
音
階
的
和
音

で
あ
る
「
長
三
度
・
減
五
度
を
伴
っ
た
二
度
音
上
の
七
の
和
音
」
レ
・
フ
ァ

♯
・
ラ
♭
・
ド
の
使
用
例
と
し
て
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
《
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル

デ
》
を
取
り
上
げ
た
（Gevaert	1907:	195–196

）。
転
調
に
関
し
て
は
、
例

え
ば
、
こ
の
時
代
に
重
要
と
な
っ
た
技
法
で
、
登
場
人
物
を
描
写
す
る
技
法
と

し
て
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
に
お
け
る
七
の
和
音
を
介
し
た
転
調
技
法
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
（Gevaert	1907:	224–225

）。
つ
ま
り
、
ニ
短
調
か
ら
変

イ
長
調
へ
の
転
調
に
あ
た
っ
て
、
ニ
短
調
の
減
五
短
七
の
和
音
レ
・
フ
ァ
・
ラ

♭
・
ド
を
変
イ
長
調
の
減
七
の
和
音
（
減
五
度
音
程
上
方
変
位
形
）
シ
・
レ
・

フ
ァ
♯
・
ラ
♭
の
第
三
転
回
形
に
読
み
替
え
る
よ
う
な
技
法
で
あ
る
。

次
に
、
楽
器
法
に
関
す
る
記
述
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
こ
の
楽
器
法

は
、
先
に
述
べ
た
半
音
階
的
手
法
と
転
調
手
法
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
和
声
を
、
効
果
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、『
新
楽
器
法
論
』
で
楽
器
項
目
ご
と
に
言
及
し
た
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
の
現
代
的
な
楽
器
法
（Gevaert	1885:	61–62,	127,	150–151,	
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178–179,	182–184,	218–219,	256–257,	278–280,	294–298

等
）
を
、『
管

弦
楽
法
教
程
』
で
は
「
今
日
の
劇
音
楽
作
法
に
お
け
る
管
弦
楽
法
」
と
し
て
集

約
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
管
弦
楽
法
を
具
体
的
に
第
一
〜
第
三
手
法
に
分

け
て
説
明
し
た
（Gevaert	[1890]:	246–261

）。
つ
ま
り
、
第
一
手
法
は
、
使

用
楽
器
が
無
弁
ホ
ル
ン
か
ら
バ
ル
ブ
・
ホ
ル
ン
へ
、
オ
フ
ィ
ク
レ
イ
ド
か
ら

チ
ュ
ー
バ
へ
、
コ
ル
ネ
ッ
ト
か
ら
ク
ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
へ
そ
れ

ぞ
れ
移
行
し
、
各
楽
器
を
活
か
し
た
音
楽
的
な
響
き
を
実
現
す
る
手
法
を
指

す
。
第
二
手
法
で
は
、
木
管
楽
器
が
二
声
で
は
な
く
三
声
で
書
か
れ
る
。
ま

た
、
稀
に
し
か
使
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
コ
ー
ラ
ン
グ
レ
と
バ
ス
・
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
使
用

さ
れ
始
め
た
。
つ
ま
り
、
第
二
手
法
に
お
い
て
は
、
主
に
木
管
楽
器
の
響
き
を

多
様
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
場
景
等
を
正
確
に
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
と
い
え
る
。
第
三
手
法
で
は
、
木
管
楽
器
を
各
パ
ー
ト
で
四
本
ず
つ
、

ホ
ル
ン
を
八
本
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
合
わ
せ
て
八
本
以
上
使

用
す
る
な
ど
、
管
弦
楽
の
規
模
が
拡
大
さ
れ
る
。
加
え
て
、
新
し
い
「
ヴ
ァ
グ

ネ
リ
ア
ン
楽
器
」（Gevaert	1885:	294–298

）
チ
ュ
ベ
ヌ
（
今
日
の
用
語
で

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
・
チ
ュ
ー
バ
）
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
記
述

か
ら
は
、
先
に
述
べ
た
和
声
法
と
こ
の
楽
器
法
に
よ
り
、
劇
の
情
景
、
性
格
、

世
界
観
、
登
場
人
物
の
感
情
や
運
命
、
時
間
や
空
間
の
遠
近
が
、
効
果
的
に
表

現
さ
れ
得
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
他
に
も
、
劇
音
楽
作
法
に
お
け
る
現
代
的
な
管
弦
楽
法
に
関
連
し
て
、

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
技
法
に
た
び
た
び
言
及
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
人
物
・
場
景
描
写
の
た
め
の
管
楽
器
に
お
け
る
ミ
ュ
ー
ト
の
使
用

（Gevaert	1885:	212,	277,	282

）
お
よ
び
ハ
ー
プ
や
グ
ロ
ッ
ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー

ル
の
使
用
（Gevaert	1885:	99–100,	328

）、
各
楽
器
に
お
け
る
パ
ー
ト
（
ま
た

は
楽
器
）
数
・
演
奏
音
域
・
使
用
音
程
等
の
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
響
き
の
改
革

（Gevaert	1885:	43,	158–159,	319–321,	Gevaert	[1890]:79

等
）
等
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
作
曲
技
法
に
関
す
る
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト

の
記
述
か
ら
は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
和
声
法
と
楽
器
法
が
分
析
さ
れ
、
そ
の
現

代
性
が
肯
定
的
な
観
点
を
も
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

２
―
１
―
２
． 

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
作
曲
技
法
に
関
す
る
記
述
に
見
ら
れ
る
フ

ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
２
―
１
―
１
．
で
見
て
き
た
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
の
作
曲
技
法
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
た
作

曲
技
法
の
発
展
／
変
化
を
担
う
技
法
の
ひ
と
つ
と
い
う
位
置
づ
け
が
与
え
ら

れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
新
楽
器
法
論
』
で
は
、
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
の
使
用
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
イ
ド
ン
以
降
、
作
曲
家
た
ち
が
通
常
用
い
て
い
る
の
は
、
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
を
二
パ
ー
ト
書
き
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
本
ず
つ
で
演
奏
さ
せ
る
と
い
う
や

り
方
で
あ
る
。（
略
）
こ
の
組
み
合
わ
せ
［
つ
ま
り
、
パ
リ
の
オ
ペ
ラ
座
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に
お
い
て
、
四
人
の
バ
ス
ー
ン
奏
者
が
、
二
つ
の
パ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ

ト
ゥ
ッ
テ
ィ
で
演
奏
す
る
こ
と
］
は
、
フ
ラ
ン
ス
楽
派
の
諸
師
の
作
品
に

お
い
て
珍
し
く
な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー

が
、「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」（
一
八
四
七
年
）
以
降
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
三

パ
ー
ト
書
く
や
り
方
を
採
り
入
れ
た（Gevaert	1885:	158–159,	［　
　

］

内
は
大
迫
付
記
，
原
文
斜
体
は
「　
　

」
で
示
す
：
以
下
同
様
）。

こ
の
引
用
に
は
、
ハ
イ
ド
ン
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
た
ち
お
よ
び
ド
イ
ツ

の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
へ
と
楽
器
法
の
可
能
性
が
拡
大
し
て
ゆ
く
過
程
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
。『
管
弦
楽
法
教
程
』
で
も
、
劇
音
楽
に
お
け
る
管
弦
楽
（
法
）

が
、
フ
ラ
ン
ス
に
始
ま
り
ド
イ
ツ
で
終
結
し
た
音
楽
革
命
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、

次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
マ
イ
ア
ベ
ー
ア
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
、
ア
レ
ヴ
ィ

に
始
ま
る
こ
の
［
劇
音
楽
に
お
け
る
管
弦
楽
（
法
）
を
巡
る
］
音
楽
革

命
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
最
初
期
の

オ
ペ
ラ
（「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」
一
八
四
二
年
、「
さ
ま
よ
え
る
オ
ラ
ン
ダ
人
」

一
八
四
三
年
、「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
一
八
四
七
年
）
に
て
一
旦
終
結
し
た

（Gevaert	[1890]:	238

）。

さ
ら
に
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、『
古
代
の
音
楽
の
歴
史
と
理
論
』（
一
八
七
五
―

一
八
八
一
）
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
オ
ペ
ラ
改
革
の
極
致
に
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
歌
劇
お
よ
び
技
法
を
据
え
た
。

こ
の
分
野
［
つ
ま
り
、
十
七
世
紀
〜
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
オ

ペ
ラ
］
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
す
べ
て
の
改
革
は
、
十
七
世
紀
以
降
、
器

楽
パ
ー
ト
と
と
も
に
奏
さ
れ
る
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
［
で
の
歌
唱
］
を
用
い
な

い
と
い
う
傾
向
を
共
有
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
完

全
に
排
し
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
四
部
作
で
極
致
に
達
す
る

（Gevaert	1875:	373

）。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
引
用
に
は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
技
法
が
、
フ
ラ
ン
ス

と
ド
イ
ツ
を
含
む
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
作
曲
技
法
の
発
展
／
変
化
を
担
う
技
法

の
ひ
と
つ
」
で
あ
り
、
そ
の
発
展
／
変
化
の
過
程
に
お
け
る
「
極
致
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る

8

。

２
―
２
．
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
音
楽
思
想
に
関
す
る
記
述

次
に
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
言
説
（
音
楽
思
想
）
に
関
す
る
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の

記
述
に
目
を
向
け
る
。
そ
の
記
述
か
ら
は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
言
説
が
、
ヘ

フ
ァ
ー
ル
ト
の
主
張
を
支
え
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
古
代
の
音
楽
の
歴
史
と
理
論
』
の
中
で
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
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リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
、
歌
劇
に
関
す
る
優
れ
た
著
書
［『
芸

術
と
革
命
』（
一
八
四
八
）］
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
云
う
。「
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
れ
わ
れ
の
芸
術
を
省
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
歩
も
先
へ
進
ま
な

い
う
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
の
芸
術
と
ギ
リ
シ
ャ
人
の
芸
術
と
の
関
係
に
逢
着

す
る
の
で
あ
る
。
実
際
わ
れ
わ
れ
の
近
代
芸
術
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の

芸
術
の
発
展
の
連
鎖
の
一
環
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
連
鎖
は
、

そ
の
発
端
を
ギ
リ
シ
ャ
人
に
発
し
て
い
る
。」
つ
ま
り
、
そ
の
歴
史
の
い

か
な
る
時
代
に
お
い
て
も
、
西
洋
音
楽
は
、
古
代
の
影
響
か
ら
逃
れ
ら
れ

な
か
っ
た
の
だ
（Gevaert	1875:	IX

	
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
著
述
の
引
用
部

分
の
訳
は
ワ
ー
グ
ナ
ア
〔
北
村
〕
一
九
五
三
：
四
十
三
に
よ
る
。
旧
字
体

は
大
迫
が
新
字
体
に
改
め
た
）。

こ
こ
で
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
西
洋
音
楽
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
影
響
下
で
発

展
／
変
化
を
遂
げ
て
き
た
と
い
う
自
身
の
主
張
を
示
唆
し
て
い
る
。
実
際
ヘ

フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
音
楽
に
関
す
る
知
識
が
「
我
々
の
芸
術
」

史
研
究
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
（Gevaert	1875:	V

III

）
を
『
古
代

の
音
楽
の
歴
史
と
理
論
』
の
出
発
点
と
し
た
。
こ
う
し
た
主
張
は
、
一
八
六
八

年
発
表
の
「
現
代
の
調
性
の
諸
起
源
」
か
ら
晩
年
の
『
和
声
の
理
論
と
実
践
の

総
論
』
に
お
け
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
彼
の
調
性
史
観
と
も
繋
が
る
も
の
で
あ

る

9

。
こ
の
調
性
史
観
と
は
、
西
洋
音
楽
は
異
教
的
な
芸
術
（l'art	païen

）
か

ら
続
く
も
の
で
あ
り
、
現
代
の
調
性
シ
ス
テ
ム
は
、
古
代
芸
術
の
様
々
な
諸
要

素
を
大
き
な
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
吸
収
し
な
お
未
来
に
向
か
っ
て
拡
大
し
て

ゆ
く
も
の
だ
（Gevaert	1868:	393,	415

）
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
調
性
史
観
と
右
記
引
用
（Gevaert	1875:	IX

）
か

ら
は
、
２
―
１
―
２
．
で
見
た
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
技
法
の
位
置
づ
け
が
、
次
の

よ
う
な
文
脈
に
お
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
近
現
代

の
西
洋
音
楽
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
端
を
発
し
、
こ
れ
か
ら
な
お
未
来
へ
と
続

い
て
ゆ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
の
発
展
／
変
化
の
過
程
の
一
部
で
あ
る
」
と
い
う

文
脈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
２
―
１
―
２
．
で
見
た
位
置
づ
け
は
、
ゲ
ル
マ
ン

性
を
希
求
し
そ
れ
を
西
洋
音
楽
史
の
最
終
的
な
頂
点
と
み
な
し
て
ヴ
ァ
ー
グ

ナ
ー
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
源
を
同
じ
く
す

る
西
洋
音
楽
の
最
新
か
つ
優
れ
た
事
例
と
し
て
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
技
法
に
与

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
再
確
認
し
た
い
こ
と
は
、

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
、「
西
洋
音
楽
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
影
響
下
で
発
展
／
変
化
を

遂
げ
て
き
た
」
と
い
う
主
張
、
つ
ま
り
、
右
記
の
位
置
づ
け
の
文
脈
と
な
る
主

張
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
端
を
発
し
た

芸
術
の
全
発
展
の
一
環
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
近
代
芸
術
を
と
ら
え
る

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
そ
の
人
の
「
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
」
な
言
説

A

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

３
．
ブ
ノ
ワ
の
著
書
に
見
ら
れ
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー

一
方
、
同
時
期
に
ベ
ル
ギ
ー
の
音
楽
界
で
影
響
力
を
持
ち
、
そ
の
著
書
で



世紀転換期ベルギー北方の音楽家Ｆ．－Ａ．ヘファールトのヴァーグナー受容におけるコスモポリタニズム的傾向

41

４
．
ま
と
め

以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
八
七
〇
年
以
降
の
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
著
書
に
見
ら
れ

る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
受
容
の
在
り
方
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
作

曲
技
法
の
現
代
性
を
肯
定
的
に
提
示
し
た
。
こ
の
現
代
性
と
は
、
劇
音
楽
に
お

け
る
半
音
階
的
手
法
お
よ
び
転
調
手
法
の
拡
大
に
即
し
た
和
声
法
・
楽
器
法
に

よ
っ
て
、
各
場
景
や
登
場
人
物
を
よ
り
効
果
的
に
描
写
し
得
る
、
と
い
う
意
味

合
い
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
自

身
の
言
説
を
拠
り
所
と
し
て
示
し
た
「
近
現
代
の
西
洋
音
楽
は
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
に
端
を
発
し
、
こ
れ
か
ら
な
お
未
来
へ
と
続
い
て
ゆ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術

の
発
展
／
変
化
の
過
程
の
一
部
で
あ
る
」
と
い
う
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
な

立
場
か
ら
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
こ
れ
ら
の
技
法
を
、
源
を
同
じ
く
す
る
西
洋
音

楽
の
最
新
か
つ
優
れ
た
事
例
と
し
て
音
楽
理
論
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
記
述
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
早
く
も
一
八
六
〇
年
の
ベ
ル
ギ
ー
に
現
れ
て
い
た

（
註
二
参
照
）「
未
来
（
の
）
音
楽
で
は
な
く
、
現
在
の
優
れ
た
音
楽
」
と
い
う

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
作
品
へ
の
評
価
を
、
反
フ
ラ
ン
ス
的
な
視
点
を
排
し
て
理
論
づ

け
、
世
に
示
し
た
も
の
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
曲
技
法
・
思
想
の
両

面
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
な
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
像

を
描
い
た
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
に
対
し
、
ブ
ノ
ワ
は
、
主
に
そ
の
思
想
に
注
目
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
国
民
／
民
族
音
楽
（
教
育
）
確
立
の
た
め
の
拠

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
に
言
及
し
た
も
う
ひ
と
り
の
北
方
（
ハ
ー
レ
ル
ベ
ー
ケ
）
出
身

の
音
楽
家
と
し
て
、
ブ
ノ
ワ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

B

。

ブ
ノ
ワ
は
、
自
民
族
の
歴
史
と
母
語
に
基
づ
い
た
音
楽
（
お
よ
び
音
楽
教

育
）
の
推
進
を
信
条
と
し
、
そ
の
拠
り
所
と
し
て
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
民
族

主
義
的
な
姿
勢
に
言
及
し
た

C

。
こ
の
信
条
の
萌
芽
は
、
一
八
六
八
年
の
雑
誌

連
載
記
事
「
新
ヴ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
楽
派
」
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
の
中
で
、

彼
は
、「
ベ
ル
ギ
ー
の
音
楽
家
た
ち
は
、
独
創
的
な
芸
術
を
生
み
出
す
と
い
う

『
母
国
へ
の
務
め
』
を
果
た
す
た
め
に
、『
人
種
の
精
神
』
を
敷
衍
し
、『
母
語
』

を
貴
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
旨
の
主
張
を
展
開
し
た
。
こ
の
と
き
ブ
ノ
ワ

は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
が
ド
イ
ツ
人
と
し
て
伝
説
等
の
民
族
的
な
事
柄
を
作
品

に
反
映
さ
せ
た
こ
と
を
、
そ
の
拠
り
所
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（[Benoit]	1868:	

43:	[3]

）。
こ
の
連
載
記
事
を
踏
ま
え
て
ブ
ノ
ワ
の
主
張
を
詳
述
し
た
も
の
が
、

『
国
民
／
民
族
作
曲
論
』（
一
八
七
五
）
で
あ
る
。
ブ
ノ
ワ
は
、
そ
の
第
十
二
章

と
第
十
三
章
で
、
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
国
固
有
の
音
楽
や
芸
術
教
育
（nationale	

kunstopvoeding

）
の
必
要
性
を
説
き

D

、「
我
々
の
兄
弟
」（Benoit	1875:39

）

で
あ
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
歌
劇
に
反
映
さ
れ
た
民
族
主
義
的
な

姿
勢
を
そ
の
拠
り
所
と
し
て
示
し
た
。
こ
の
姿
勢
と
は
、
一
八
六
八
年
の
著
述

に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の
姿
勢
、
つ
ま
り
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
が
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
素
材
を
手
に
入
れ
、
整
理
し
、
解
明
し
、
そ
れ
ら
を
す

べ
て
一
緒
に
非
常
に
美
し
い
ひ
と
つ
の
も
の
に
至
ら
し
め
、
ド
イ
ツ
に
提
示
」

す
る
（Benoit	1875:	44–45

）
よ
う
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
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り
所
と
し
て
の
民
族
主
義
者
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
を
描
い
た
。
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス

と
ド
イ
ツ
に
様
々
な
形
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
に
対
峙
し
た

と
き
、
こ
の
時
期
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、
彼
の
ど
の
よ
う
な
面
に
主
に
価

値
を
置
き
強
調
す
る
か
、
と
い
う
点
で
、
二
つ
の
異
な
る
姿
勢
が
在
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
受
容
の
在
り
方
か
ら
は
、
彼
が
ベ
ル
ギ
ー

に
与
え
た
音
楽
的
意
義
、
す
な
わ
ち
、「
源
を
同
じ
く
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術

の
発
展
を
担
う
国
々
の
ひ
と
つ
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

E

。
彼
の
著
書

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
の
発
展
を
担
う
国
ベ
ル
ギ
ー
が
学
ぶ
べ
き
理
論
・
思

想
、
つ
ま
り
、
楽
器
法
的
・
調
的
な
可
能
性
の
拡
大
に
お
け
る
現
時
点
で
の
最

新
の
音
楽
理
論
・
思
想
と
し
て
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
理
論
・
思
想
を
伝
え
る
も

の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註（１
）	　

こ
の
「
北
方
」
と
い
う
用
語
は
、
ベ
ル
ギ
ー
文
学
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い

て
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
語
文
学
の
独
自
性
と
し
て
の
「
北

方
（
性
）」（
あ
る
い
は
「
ヴ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
性
」、「
ゲ
ル
マ
ン
性
」）
と
い
う
術

語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
（D

enis	et	al.	2005:	106–107

等
）。
こ
の
「
北
方
的

フ
ラ
ン
ス
語
文
学
」
と
し
て
の
自
己
規
定
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀
の

ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
語
文
学
を
担
っ
た
作
家
た
ち
の
大
半
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

教
育
を
受
け
た
北
部
ヴ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
人
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
ら

は
ゲ
ル
マ
ン
系
民
族
で
あ
る
ヴ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
人
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
い
た

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
三
田	

二
〇
一
八
：
六
―
七
、
二
四
〇
）。
な
お
、
こ

の
「
北
方
性
」
は
、
一
八
九
七
年
に
エ
ド
モ
ン
・
ピ
カ
ー
ル
（Edm

ond	Picard	

1836–1924

）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
ラ
テ
ン
性
と
ゲ
ル
マ
ン
性
の
混
合
物
」
か

ら
成
る
「
ベ
ル
ギ
ー
魂	l ’âm

e	belge

」
へ
至
る
（
三
田	

二
〇
一
八
：
三
十
九
，

D
enis	et	al.	2005:	107,	cf.	Picard	1897

）。
一
方
、
音
楽
分
野
の
研
究
で
は
未

だ
こ
の
よ
う
な
議
論
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
本
論
文
の
背
景
に
は
、「
世
紀
転

換
期
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
受
容
の
在
り
方
に
も
、
普
仏
戦
争
と

い
う
社
会
状
況
の
み
な
ら
ず
、
北
部
ヴ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
人
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る

意
識
が
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
文
学
分
野
で
の
議
論
と
、
本
論
文
の
背
景
に
あ
る
こ
の
問
題
意
識
を

踏
ま
え
て
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
お
け
る
、「
ベ
ル
ギ
ー
北
方
の
音
楽
家
」
と
い
う

用
語
を
、「
フ
ラ
ン
ス
語
で
教
育
を
受
け
た
ベ
ル
ギ
ー
北
部
出
身
の
音
楽
家
」
と
定

義
す
る
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
の
日
本
語
読
み
は
、
岩
本
：
石
部
（
二
〇
一
三
：

二
九
四
）
を
踏
襲
し
、
現
地
語
表
記
を
原
則
と
す
る
。

（
２
）	　

初
演
（
一
八
五
三
年
十
二
月
十
日
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
モ
ネ
歌
劇
場
）
か
ら
一
八

六
〇
年
代
ま
で
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
作
品
の
上
演
（Evenepoel	

1891:	38–49,	74–80,	291,	V
an	der	H

oeven	1998:	370

）
に
は
、
上
演
時
期
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
面
で
、
パ
リ
に
お
け
る
上
演
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

一
八
六
〇
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
公
演
（
パ
リ
公
演
の
ほ
ぼ
再
演
）
に
対
す
る
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
作
品
批
評
で
は
、
パ
リ
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
を
込
め
て
用
い
ら
れ
た
「
未

来
（
の
）
音
楽	m

usique	de	l'avenir

」
と
い
う
表
現
が
、「
現
在
の
美
し
く
優
れ

た
音
楽
」（anon.	1860:	[1]

）
と
訂
正
さ
れ
、「
南
」
の
国
々
や
、「
パ
リ
」
へ
の
対

抗
意
識
を
示
す
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
な
お
、
ス
ト
ラ
ー
テ
は
、
こ
の
批
評
を
掲

載
し
た
『
ル
・
ギ
ド
・
ミ
ュ
ジ
カ
ル
』
と
、
ヴ
ァ
グ
ネ
リ
ス
ム
と
を
関
連
付
け
て

い
る
（Straeten	1893:	17–18

）。
一
方
、
一
八
七
〇
年
以
降
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
モ

ネ
歌
劇
場
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
先
駆
け
て
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
が

上
演
さ
れ
始
め
た
。
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
王
立
モ
ネ
歌
劇
場

で
初
演
さ
れ
る
と
い
う
状
況
は
二
十
世
紀
初
期
ま
で
続
く
。
上
演
状
況
の
詳
細
は

Evenepoel	1891:	285–290,	V
an	der	H

oeven	1998:	370–375

を
参
照
の
こ
と
。

こ
れ
ら
の
上
演
状
況
か
ら
、「
ベ
ル
ギ
ー
王
立
モ
ネ
歌
劇
場
が
フ
ラ
ン
ス
の
模
倣
か

ら
脱
却
し
ド
イ
ツ
に
目
を
向
け
た
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）	　

一
方
で
、
ネ
ク
ト
ゥ
ー
（N

ectoux	1997:	272–273

）
は
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
上
演
の
不
在
を
、
一
八
六
一
年
の
《
タ
ン
ホ
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こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
一
八
八
四
年
以
降
の
ベ
ル
ギ
ー

に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
受
容
の
実
践
的
な
側
面
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
７
）	　D
u	Bois	1930:	48–51

の
著
作
一
覧
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
対
象
と
し
た
。

本
稿
で
はGevaert	1895

（
初
版
お
よ
び
補
遺
版
）
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
同
著
に
お
け
る
該
当
箇
所
（Gevaert	1895:	152,	481

）
に
は
、

ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
に
関
連
す
る
記
述
の
引
用
等
が
見
ら
れ
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
解
釈
と
は
関
係
が
薄
い
た
め
で
あ
る
。

（
８
）	　

一
八
八
七
年
に
、
フ
ー
ゴ
・
リ
ー
マ
ン
（K

arl	W
ilhelm

	Julius	H
ugo	

Riem
ann	1849–1919

）
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
翻
訳
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る

（Gevaert/Riem
ann	1887,	Leipzig:	O

.	Junne.

）。

（
９
）	　

ベ
ル
ギ
ー
人
音
楽
学
者
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ク
ロ
ッ
ソ
ン
は
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
が

ク
ロ
ッ
ソ
ン
に
語
っ
た
「
私
に
と
っ
て
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
最
後
の
音
楽
家
だ
」

（Closson	1929:11

）
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
一
二
年
に
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
王
立
音
楽
院
院
長
と
な
っ
た
レ
オ
ン
・
デ
ュ
・
ボ
ワ
は
、
ヘ
フ
ァ
ー

ル
ト
が
、「
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
、
交
響
曲
十
番
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
た
だ

一
人
の
音
楽
家
で
あ
る
」（D

u	Bois	1930:27

）
と
評
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
10
）	　

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
調
性
史
観
に
関
す
る
詳
細
は
、
大
迫	

二
〇
一
七
を
参
照
の
こ

と
。

（
11
）	　

吉
田
（
二
〇
〇
九
：
九
十
七
―
九
十
八
）
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
は
、『
芸

術
と
革
命
』
に
お
い
て
、「
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
」
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
立
場

へ
回
帰
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）	　

文
芸
雑
誌
『
若
き
ベ
ル
ギ
ー
』
等
で
活
躍
し
た
ベ
ル
ギ
ー
人
作
家
ヘ
ン
リ
ー
・

モ
ー
べ
ル
（H

enry	M
aubel	1862–1917

）
が
、「
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
音
楽
と

演
劇
」（M

aubel	1897

）
の
中
で
写
真
／
絵
付
き
で
取
り
上
げ
た
ベ
ル
ギ
ー
の
作

曲
家
は
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
と
ブ
ノ
ワ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
ベ
ル
ギ
ー

に
お
い
て
、
二
人
は
代
表
的
な
作
曲
家
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
解
釈
し
得
る
。
な

お
、
モ
ー
ベ
ル
は
、
こ
の
記
事
の
中
で
、
十
九
世
紀
後
期
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
音

楽
実
践
に
つ
い
て
、
文
学
と
の
比
較
を
交
え
て
説
明
し
て
お
り
（M

aubel	1897:	
624–626

）、
そ
の
主
張
か
ら
は
、
モ
ー
ベ
ル
が
ブ
ノ
ワ
と
同
様
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー

の
歌
劇
に
反
映
さ
れ
た
民
族
主
義
的
な
精
神
を
ベ
ル
ギ
ー
の
音
楽
の
学
ぶ
べ
き
精

イ
ザ
ー
》
パ
リ
公
演
の
失
敗
と
、
反
フ
ラ
ン
ス
的
な
「
降
伏	une	capitulation

」

の
出
版
に
帰
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
リ
等
大
都
市
の
諸
劇
場
の
設
備
・
予
算
・
レ

パ
ー
ト
リ
ー
等
を
巡
る
諸
問
題
や
、
こ
の
時
期
に
バ
イ
ロ
イ
ト
祝
祭
劇
場
で
の
観

劇
が
流
行
し
た
こ
と
も
一
因
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
上
、
一
八
七
〇
年
以

降
の
パ
リ
で
は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
の
完
全
上
演
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
そ

の
抜
粋
上
演
等
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
、
事
実
で
あ
る
（Servières	s.d.:	

206–210,	219–232
等
）。
さ
ら
に
、
一
八
六
九
年
か
ら
七
五
年
ま
で
の
ベ
ル
ギ
ー

王
立
モ
ネ
歌
劇
場
の
総
支
配
人
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
た
（
岩
本	

二
〇
〇
四:	

二

十
七
―
二
十
八
、Isnardon	1890:	505,	513,	519,	527,	534,	541

）。
以
上
に
よ

り
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
上
演
の
不
在
に
は
複

合
的
な
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
ベ
ル
ギ
ー
王
立
モ
ネ
歌
劇
場

に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
の
上
演
は
、
ベ
ル
ギ
ー
人
に
よ
る
ゲ
ル
マ
ン
性
の

希
求
と
必
ず
し
も
全
面
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

（
ｃ
ｆ
．
岩
本	

二
〇
〇
四
：
四
十
五
―
四
十
六
）。

（
４
）	　

近
代
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
受
容
に
関
す
る
諸
先
行
研
究
は
、
ベ

ル
ギ
ー
王
立
モ
ネ
歌
劇
場
で
の
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
作
品
の
上
演
状
況
、
上
演
を
担
っ

た
音
楽
家
の
活
動
状
況
、
そ
し
て
上
演
を
巡
る
批
評
や
書
簡
等
を
中
心
的
な
分
析

対
象
と
し
て
き
た
（Couvreur	1998,	

岩
本	

二
〇
〇
四
等
）。

（
５
）	　

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
パ
リ
在
住
中
も
母
校
ヘ
ン
ト
音
楽
院
監
督
委
員
会
に
関
わ

り
続
け
た
（D

u	Bois	1930:22

）。

（
６
）	　

ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、
生
き
て
い
る
作
曲
家
の
作
品
は
演
奏
し
な
い
と
い
う
信

条
を
持
っ
て
お
り
（Evenepoel	1891:	127

）、
一
八
八
三
年
以
前
の
ヴ
ァ
ー
グ

ナ
ー
作
品
上
演
へ
積
極
的
に
関
わ
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
一
方
、
一
八
八
四

年
に
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
王
立
音
楽
院
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
作
品
が

演
奏
さ
れ
始
め
た
（Evenepoel	1891:	211

）。
一
八
九
五
年
二
月
十
日
に
は
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
王
立
音
楽
院
に
て
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
指
揮
で
《
ラ
イ
ン
の
黄
金
》
が

上
演
さ
れ
て
い
る
（V

an	der	H
oeven	1998:	373

）。
ま
た
、
へ
フ
ァ
ー
ル
ト
は
、

一
八
八
四
―
一
八
八
五
年
の
シ
ー
ズ
ン
以
降
一
八
八
九
年
ま
で
ベ
ル
ギ
ー
王
立
モ

ネ
歌
劇
場
の
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
（Isnardon	1890:	609

）。
つ
ま
り
、

一
八
八
五
年
の
《
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
》
と
一
八
八
七
年

の
《
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
》
は
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
監
督
下
で
初
演
さ
れ
た
と
い
う
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神
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
13
）	　

調
べ
た
限
り
、
一
八
七
〇
年
以
降
の
ブ
ノ
ワ
の
著
書
に
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
作

曲
技
法
へ
の
具
体
的
な
言
及
は
な
い
。
一
八
七
〇
年
以
前
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼

は
、
一
八
五
七
年
の
報
告
書
の
中
で
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
歌
劇
に
お
け
る
音
と
言
葉

の
関
係
等
へ
の
批
判
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
（Benoit	1857:	58–65

）。
一
方
、

ブ
ノ
ワ
は
、
消
極
的
な
が
ら
、
同
時
期
の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
に
お
け
る
ヴ
ァ
ー

グ
ナ
ー
作
品
上
演
の
一
端
を
担
っ
た
（Evenepoel	1891:	176,	Baeck-Schilders	

2014

）。

（
14
）	　Cf.	Gevaert	1876:	13–14

。

（
15
）	　

本
稿
で
分
析
し
た
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
諸
著
書
に
は
、
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
み
な
ら

ず
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ベ
ル
ギ
ー
の
音
楽
家
の
著
書
か
ら
の
引
用
が

散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
古
代
の
音
楽
の
歴
史
と
理
論
』
は
、
特
に
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
ル
（Rudolf	Georg	H

erm
ann	W

estphal	1826–1892

）
に
依
拠
す
る

も
の
で
あ
る
が
（Gevaert	1875:	X

II–X
III

）、
他
に
も
、
ニ
ー
チ
ェ
（Friedrich	

W
ilhelm

	N
ietzsche	1844–1900

）
の
『
音
楽
の
精
髄
か
ら
の
悲
劇
の
誕
生
』（
一

八
七
二
）、
ブ
ル
ゴ
ー=

デ
ュ
ク
ド
レ
（Louis	A
lbert	Bourgault-D

ucoudray	
1840–1910

）
の
『
ギ
リ
シ
ャ
と
オ
リ
エ
ン
ト
の
三
十
の
民
謡
』（
一
八
七
六
）、

フ
ェ
テ
ィ
ス
の
『
総
合
音
楽
史
』（
一
八
六
〇
︱
一
八
七
一
）
等
か
ら
の
引
用
が
見

ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
『
古
代
の
音
楽
の
歴
史
と
理
論
』
に
関
連
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー

の
音
楽
学
者
コ
ル
ビ
エ
（Corbier	2010:	105

）
は
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
を
、
ド
イ
ツ

の
音
楽
論
を
フ
ラ
ン
ス
に
伝
え
た
人
物
と
み
な
し
て
い
る
。
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
逝

去
後
に
行
わ
れ
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
用
蔵
書
カ
タ
ロ
グ
（V

Y
T
	1909

）
か
ら
も
、
ヘ

フ
ァ
ー
ル
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
書
籍
や
楽
譜
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
一
方
で
、
ヘ
フ
ァ
ー
ル
ト
の
、
ベ
ル
ギ
ー
国
家
行
事
に
関
連
す
る
作
曲
活
動

や
ベ
ル
ギ
ー
民
謡
に
対
す
る
考
え
方
に
は
（Gevaert	1875:	177

）、
ベ
ル
ギ
ー
と

い
う
国
と
ヴ
ラ
ー
ン
デ
レ
ン
的
な
要
素
を
結
び
付
け
る
姿
勢
も
見
ら
れ
る
。
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